
南都諸寺の調査

平城宮跡発掘調査部

１薬師寺の調査（第 2 3 3 次）

伽藍復興のための事前調査。調査区は，伽藍中軸線をはさんで，1 9 9 0 年度の講堂東端および

北面回廊の調査区と東西対称の位置にあたり，講堂西端および北面回廊を検州した。

講堂は当初の基壇土である精良な燈色粘質土が全面に残存し，北面には化粧の凝灰岩切石，

南西面には雨落溝の一部を遺存している。礎石跡ないし抜取穴を1 3 箇所検出した。掘形は一辺

1 . 4 ～1 . 8 ｍの方形で，抜取穴は不整形であるが，根石を留めるものがある。これらから復原さ

れる当初の講堂の柱間寸法は，身舎桁行4 . 5ｍ（1 5尺) ，梁行5 . 1ｍ（1 7尺) ，庇の出３ｍ（10尺）と，

1 9 9 0 年度調査の知見と一致する。但し，今回は裳階の痕跡は見出せなかった。北側に残る凝灰

岩地覆石の幅は2 5 ～3 5 c m，長さも6 0 ～1 4 0 ｃｍと一定しない。地覆石は現状の外端から約６ｃｍほ

どのところで一段くり込みを入れて内側を1 . 5 ｃｍ低くし，羽目石との仕口としているが，羽目

石は残っていない◎ 雨落溝は側石である二条の玉石列ないしその抜取跡が断続的に残り，内法

幅は3 5～4 0 ｃｍほどに復原される。

北面回廊は講堂基壇の西端から両へ3 2 ｍに亘って，従来の知見と同様，単廊・複廊の２時期

の礎石据付穴を重複して検出した。基嘘は地山の上に一畷積むだけで，残存状況は悪い。単廊

は桁行・梁間共に3 . 7 ｍ（1 2 . 5 尺）に復原され，講堂取付部も含めて８間分を確認した。雄も残

りのよい東端部，特に取付から２間目周辺では上面の化粧ないしその下地と思われる漆喰の届

が残っており，また取付を含めて東から５間目までの，北すなわち外側の柱筋上に，瓦片を並

べた，連子窓腰壁の壁持地覆を検出したことが特記され，単廊がある程度建ち上っていた可能

性を明示する。単廊の南北両側は，複廊への改修時に付加された基壊土が一屑覆うが，その北

側下層で当初の単廊基壇を整形した端部を確認しており，柱筋からの出は1 . 3 ｍである。これに

さらに化粧の側石が加わると想定すると，単廊の基聴の出は５尺，基埋の総幅は2 2 . 5 尺の計画

であったと推定される。複廊は礎石据付穴およびその抜取穴を８間分検出した。基埋北面の地

覆石はほぼ完存しており，肢東部は羽目石の残欠も残っていた。地覆石の幅は2 4 ～3 3 c m，高さ

は約2 4ｃｍで一定である。羽目石は厚さ約3 3 c m，高さは北側に転落した１枚が全高を留めており，

3 8 ｃｍという値を得，これは基壇高を復原する際に有効な根拠となる。一方，南面の化粧石は羽

目石状の板石であるが，足元で幅を広めており，地穫石と羽目石を一体にした形式で，北面と

は様相を異にしており，回廊内外での意匠の違いを示している。柱間寸法は，桁行4 . 0 5 ｍ（１３．７

尺) ，梁行2 . 9 5ｍ（1 0尺）という計測値を得た。また地覆石外側に玉石を並べ，約4 0ｃｍの間隔を

置いてもう１列の玉石列があり，この間が北雨落溝となるが，底石はない。雨落溝の心は地覆

石外側より6 0 c ｍ（２尺）であり，複廊の軒の出は８尺に復原される。

その他，調査区束寄りに南北に設定した断面観察用の畦際で基城下牌の南北職を検出した。
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薬師寺謙雌・I 叫廊訓炎遺構脳Ｉ（１：5 0 0 ）

幅4 0 c m，残存の深さ約1 0 ｃｍで，方向は回廊の梁行より北でやや西に振れ，埋土には遺物を含ま

ない。粘土で丁寧に埋め戻されており，回廊基峨造成に先行する仮設の排水溝または地割りの

溝であろう。また回廊東端部の基城上部では中近世の建物跡の柱穴を検出している。なお，回

廊基壊断面で，地震の際の液状化跡である峨砂を観察した。

遺物は瓦が多く，境内他地区と同様，奈良時代の軒瓦では6 2 7 6 型式，軒平瓦では6 6 4 1 型式が

卓越しており，また軒平瓦では天禄火災以後のものと考えられる6 3 3 9 型式が特に多くを占める

のが注目される。その他，中．近世の瓦も多く出土している。

今回の調査では，単廊の造立と移築の可能性が浮かび上がった点が注目される。従前の「単

廊の礎石を据えた程度の段階での複廊への計画変更」という推定から，単廊自体がある程度建

ち上っていた可能性，さらに本薬師寺からの回廊の移築の可能性も検討する必要が生ずるに

至った。しかし，本薬師寺の回廊の調査は未読手であり，今後の重要な課題である。また単廊

の東西規模に関しては，今回検出した単廊東端の推定柱位侭から講堂側柱までの距離5 . 6 ｍを

1 8 . 7 5 尺と考えると，裳階への取付の柱間は1 2 . 5 尺となって，単廊の柱間と等しく，さらに単廊

桁行を隅の間を含めて従来通りの片側l l 間とすると，総長4 1 2 . 5 尺，すなわち東西回廊の心々で

4 0 0 尺という完数を得る。ちなみに講堂は，1 9 9 0 年度調査と同じく，桁行総長1 3 7 . 5 尺と復原さ

れ，この数値は1 2 . 5 尺の1 1倍であり，単廊の東西規模4 0 0尺とそれを3 2等分した1 2 . 5 尺という基

準寸法が，講堂の規模設定とも密接な関係を持っていたことが明らかになった。次に複廊の柱

間寸法については，梁行は東半の1 9 9 0 年度調査と同じであるが，桁行は東半での1 3 . 5 尺に対し

て1 3 . 7 尺を妥当と考える。束半では複廊西端の講堂への取付の柱の礎石跡を未検出であったが，

今回は取付部分の寸法が講堂側柱まで5 . 4 ｍであり，単廊よりやや短いことを確認した。これを

仮に1 8 尺と考え，複廊の規模を隅の間を含めずに片側８間と仮定すると，東西規模は心々で

4 0 0 . 5 尺となって，ほぼ単廊と等しい値になるのが注目され，講堂への取付寸法の考え方次第で

は，複廊の東西規模も単廊を踏襲していると復原し得る。

■撹乱部分
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頭塔調査位悩図（１：3 0 0 ）

第

二

ｆ§

画露亨壷篭

時期の変遷を確認していた基域上面石敷のうち，第１期基壇上面石敷が下層石積の階段状の基

底石に接続することを確認し，下屑石穣に伴う石敷であったことが判明した。なお，下屑石積

に伴う土層からは遺物は見つからなかった。以上の下照石積については全体の規模，構造や築

造時期などは不明であり，神護景雲元年（7 6 7 ）に東大寺の僧実忠が築造したという「土塔」と

の関係を明らかにするのが今後の課題となろう。

その他，第Ⅱ期基壇上面喋敷は第１期基壇上面石敷を約1 0 ｃｍ埋めた上面に敷いたもので，上

層第１段石積の内側へ潜り込むが，Ａ・Ｂ調査区では撹乱または削平のため途中で消滅してお

り，十分な確認ができなかった。ｃ調査区ではトレンチ全面に牒敷を検出し，その延長が下層

階段状基底石２段目上面付近にあたることを確認した。この第Ⅱ期基壇上面喋敷と下層石積の

関係を究明することも今後の課題である。なお，遺物としては，上層石積に伴う版築層から，

丸瓦7 3 点・平瓦3 6 8 点が出土しており，Ｂ調査区では土師器（皿Ｃ）１点が出土した。
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４法華寺旧境内の調査（第2 3 4 - 3 . 1 5 次）

第2 3 4 - 3 次調査は住宅建設予定地の事前調査，第2 3 4 - 1 5 次調査は奈良市下水道工事の事前調査。

双方とも推定金堂位樋に近く，遺構が関連するので，一括して報告する。法華寺金堂について

は，第8 2 - 6 次．9 8 - 2 1 次調査で，前身建物の掘立柱の柱抜取穴に凝灰岩の根巻き石を投棄し，そ

の上に礎石を置いたと思われる柱穴１個を含む，４間分の柱列を検出している。今回の調査で

も，明白な根石を持つ礎石柱穴２箇所を検出し，これらはすぐ北の第8 2 - 6 次調査で検出した柱

穴と性格が似ており，その南北間距離も約3 0 尺と適当であるため，S B O1 を金堂身舎と考えた。

但し，庇柱は検出しておらず，また第9 8 - 2 1 次調査ではその範囲に礎石掘形を検出していないの

で，可能性としては，S B O 1 は前身建物の位憧・規模をそのまま踏襲したものではなく，庇柱位

置では礎石を新たに据え，その掘形が浅かっために削平された場合が考えられる。しかし，こ

れまで伽藍中軸線とされていたＹ＝- 1 7 , 6 8 6 付近がS B O1 の両端になること，第1 7 4 - 2 2 次調査で

検出した東西方向の雨落溝が回廊のものであるとすれば，S B O1 の北庇想定位置に接続し，これ

まで知られる伽藍配侭とは異なることなど，不審な点も多く，今後の調査で庇柱や妻柱の検出

が期待される。なお，特筆すべき遺物として，S B O1 の礎石根石中から奈良時代の新種の軒平瓦

が出土した（図参照) 。

その他の遺構としては，S B O2 は東西方向・南北方向ともに1 0 尺等間の掘立柱建物，S B O3 はそ
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れに切られたより古い掘立柱遺構で，ともに

法華寺が礎石建で整備される以前の建物であ

るが，法華寺の前身建物か，それ以前のもの

かは不明である。S B O4 は推定金堂S B O1 のよ

うに掘立柱の前身遺構を持っておらず，礎石

建で新造されているが，検出範囲が小さく，

現時点では性格不明である。掘立柱S S O８，

S S O9 は各々５尺間，６尺間で，柱間が小さ

いので柵列かと思われるが，建物の一部の可

能性もある。

遺物には，前述の新種の軒平瓦の他に，軒

丸瓦613 8Ａ，軒平瓦666 7Ａ．Ｃ，671 3Ａ，

6 7 1 4 Ａなどがある。また近･ 世の土坑S K O5 か

ら多並の瓦，凝灰岩，緑紬の噂，土器類が出

土している。凝灰岩は近辺のものが投棄され

たものであろうから，この辺りに凝灰岩基城

が存したと考えられる。（森公章）


